
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発

し
「
気
候
危
機
」
が
広
が
っ
て

い
る
。
２
０
２
１
年
に
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
で
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
ゼ
ロ
に
す

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
」

の
実
現
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

幕
別
で
も
今
年
度
か
ら
脱
炭
素
の
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
次
の

点
を
伺
う
。

⑴
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
一
環
と
し

て
、
ご
み
処
理
の
基
本
的
な
考
え
を
焼

却
で
は
な
く
、
富
良
野
市
や
進
ん
だ
自

治
体
が
実
施
し
て
い
る
、
ご
み
を
肥
料

や
固
形
燃
料
等
の
資
源
と
し
て
循
環
型

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

⑵
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
た

め
に
、
家
畜
ふ
ん
尿
利
用
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
推
進
と
、
個
人
住
宅
の

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
に
補
助
の
実
施
を
。

⑶
町
民
全
体
で
脱
炭
素
を
目
指
す
た
め

の
学
習
会
や
、
計
画
の
策
定
段
階
か
ら

町
民
が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

町　

長 

⑴
可
燃
ご
み
の
減
量
は
、
焼
却
に
伴
い

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
等
の
排
出
抑
制
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
ご
み
処
理
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

循
環
型
に
す
る
に
は
、
多
く
の
町
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
、
今
後
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て
、

手
法
を
含
め
検
討
を
進
め
、
ご
み
の
焼

却
量
の
削
減
や
資
源
化
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
方
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。

⑵
家
畜
ふ
ん
尿
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

み
な
ら
ず
労
働
力
不
足
や
臭
気
対
策
な

ど
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
に
係
る
課
題
を

解
決
す
る
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
十
勝
バ
イ
オ
ガ
ス
関

連
事
業
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
国
や

電
力
会
社
等
に
対
し
要
請
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

　

個
人
住
宅
の
太
陽
光
発
電
施
設
と
蓄

電
池
に
つ
い
て
は(

仮
称
）
「
幕
別
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
お
い

て
、
活
用
方
法
お
よ
び
支
援
策
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

⑶
大
学
教
授
や
団
体
、
学
校
関
係
者
、

公
区
長
お
よ
び
公
募
に
よ
る
町
民
５
人

を
含
め
た
15
人
で
組
織
す
る
「
幕
別
町

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺
う

と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
町
民
の
意
見

を
反
映
し
た
（
仮
称
）
「
幕
別
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
の
策
定
を
行
う
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
確
実
に
進
め
る

た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
町
民
や

事
業
者
の
意
識
向
上
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論

を
は
じ
め
、
計
画
策
定
段
階
か
ら
継
続

的
に
町
民
や
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

再
質
問 

　

富
良
野
市
で
は
ご
み
の
総
排
出
量
の

約
90
％
を
資
源
化
し
、
二
酸
化
炭
素
抑

制
効
果
は
５
４
７
０
・
３
ト
ン
、
固
形

燃
料
・
生
ご
み
堆
肥
・
有
価
物
の
販
売

で
８
８
４
万
円
の
売
り
上
げ
を
上
げ
て

い
る
。
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。   

 

町 

長 

　

実
績
を
町
民
に
対
し
て
提
示
す
る
こ

と
は
、
達
成
感
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
全

町
的
に
一
人
ひ
と
り
の
町
民
、
事
業
所

が
協
力
し
合
っ
て
、
達
成
感
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
形
で
進
め
、
削
減
に
努
め
て

い
く
。

答問
町
民
や
事
業
者
の
意
識
向
上
を
図
り
、
町
全
体
で
継

続
的
に
活
動
を
推
進
す
る

「
町
民

・
事
業
者

・
行
政
」
が
一
体
と
な
り
脱
炭

素
社
会
の
推
進
を

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

2022.11 月号

中橋　友子 議員
（副議長）

　
【 

解 

説 

】

『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』
と
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
10
月
、
政
府
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

「
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
」
と
い
う
の

は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」
か
ら
、
植
林
、

森
林
管
理
な
ど
に
よ
る
「
吸
収
量
」
を
差

し
引
い
て
、
合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。


